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発 行

先
に
、
慎
重
に
対
応
」
す

る
と
従
来
の
考
え
を
答
え

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。

全
議
員
の
提
案
で

全
会
一
致
で
採
択

６
月
定
例
県
議
会
で
は
全
議

員
の
提
案
で
「
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
お
よ
び
検
診
受
診
率
向
上

に
向
け
た
対
策
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
新
婦
人
県
本
部
を
は
じ
め

同
趣
旨
の
請
願
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
全
議
員
の
提
案
と
な
り

ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る

唯
一
の
が
ん

子
宮
け
い
が
ん
は
、
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
予
防
手
段
が
あ
る
こ

と
か
ら
「
予
防
で
き
る
唯
一
の

が
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

諸
外
国
で
は
、
よ
り
多
く
の

女
性
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
、
国
の
ワ
ク

チ
ン
政
策
に
組
み
入
れ
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
、
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

あ
る
県
民
の
く
ら
し
と
市

町
村
支
援
に
方
向
を
転
換

す
べ
き
と
指
摘
し
ま
し

た
。プ

ル
サ
ー
マ
ル
や
め
よ

宮
川
県
議
は
、
東
電
に

対
す
る
信
頼
性
の
問
題
、

高
経
年
化
で
の
不
十
分
な

対
応
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
続
出
、
そ
れ
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
県
民
へ
の

説
明
責
任
な
ど
、
計
画
を

中
止
す
べ
き
と
知
事
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

佐
藤
知
事
は

「
原
子

、

力
政
策
に
対
し
て
は
、
真

剣
に
向
き
合
い
、
国
や
事

業
者
の
と
り
く
み
に
つ
い

て
厳
し
い
目
線
で
確
認
す

る
と
と
も
に
、
県
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
を
最
優

日
本
共
産
党

県
政
報
告

県
政
報
告

日
本
共
産
党
福
島
県
議
会
議
員
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控
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６月定例県議会
一般質問する宮川えみ子県議

（６月２３日）

最
初
に
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
受
け

入
れ
撤
回
を
強
く
申
し
入
れ
ま
し

た
が
、
佐
藤
知
事
は
一
言
も
答
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
５
世
帯
に
１
世

帯
以
上
が
滞
納
し
、
困
難
が
ま
し

て
い
る
市
町
村
国
保
へ
の
県
独
自

の
助
成
を
す
る
こ
と
、
異
常
低
温

に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
と
、
口

蹄
疫
に
対
す
る
防
疫
体
制
の
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

地
域
経
済
活
性
化
策
を
提
案

し
、
県
の
農
林
業
振
興
の
た
め
に

も
、
県
産
材
使
用
住
宅
へ
の
補
助

拡
大
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い

て
知
事
は
、
農
林
水
産
業
の
再
生

が
要
に
な
る
と
答
え
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
拡
充
、
会
津
地
方
に
設
立

さ
れ
た
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

は
、
納
税
者
の
権
利
を
守
る
立
場

か
ら
廃
止
す
る
こ
と
、
高
校
授
業

料
無
償
化
に
伴
う
父
母
負
担
の
軽

減
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

（ ）佐藤知事に申し入れする県議団 ５月２５日

島
県
６
月
定
例
県
議
会
の

一
般
質
問
に
立
ち
、
①
プ

日
本
共
産
党
の
宮
川
え

み
子
県
議
は
２
３
日
、
福

ル
サ
ー
マ
ル
受
け
入

れ
の
撤
回
、
②
市
町

村
国
保
へ
の
県
独
自

の
財
政
支
援
、
③
地

方
税
滞
納
整
理
機
構

の
廃
止
、
④
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
支
援
、
⑤
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
年

齢
の
拡
充
、
⑥
高
校

授
業
料
無
償
化
に
伴

い
、
諸
経
費
等
の
負

担
が
増
え
た
生
徒
等
へ
の

支
援
、
⑦
い
わ
き
へ
の
医

師
派
遣
強
化
に
つ
い
て
県

の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し

た
。国

保
の
厳
し
い
現
状

国
民
健
康
保
険
に
対
す

る
県
の
役
割
と
市
町
村
支

援
で
は
、
市
町
村
国
保
は

厳
し
く
、
県
内
の
国
保
税

滞
納
世
帯
は
６
万
５
千
５

９
２
世
帯
（

％
・
６
月

21

１
日
現
在
）
に
も
上
っ
て

い
ま
す
が
、
不
況
に
よ
る

生
活
困
窮
者
の
国
保
税
を

軽
減
、
免
除
し
た
市
町
村

に
対
し
、
調
整
交
付
金
だ

け
で
な
く
一
般
財
源
で
の

支
援
も
求
め
ま
し
た
。
保

健
福
祉
部
長
は｢

ま
ず
は

調
整
交
付
金
で
の
支
援
を

行
い
そ
の
効
果
を
見
極
め。

た
い｣
と
答
弁
し
ま
し
た

知
事
の
政
治
姿
勢
を

指
摘

宮
川
県
議
は
、
県
議
会

初
日
に
秋
の
知
事
選
へ
の

再
選
出
馬
を
表
明
し
た
知

事
に
対
し
、
こ
の
３
年
半

の
県
政
運
営
は
、
プ
ル
サ

ー
マ
ル
の
強
引
な
推
進
、

不
要
不
急
の
大
型
事
業
推

進
に
貴
重
な
税
金
を
投
入

す
る
一
方
、
県
民
要
望
を

後
回
し
に
し
て
き
た
こ
と

を
あ
げ
、
厳
し
い
現
状
に

請
願
に
賛
成
の
討
論

６
月
定
例
県
議
会
の
最

終
本
会
議
で
藤
川
県
議

は

「
安
全
審
査
想
定
外

、
の
長
期
保
管
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料

を
使
い
、
原
発
敷
地
内
に

使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を

貯
蔵
す
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル

を
す
す
め
な
い
よ
う
求
め

る
請
願
」
に
賛
成
の
立
場

で
討
論
し
ま
し
た
。

○
長
期
保
存
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
は
大
丈
夫
か

福
島
原
発
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
は
、
搬
入
か
ら

年
、

10

製
造
か
ら

年
経
過
し
た

12

燃
料
で
、
組
成
変
化
が
心

配
さ
れ
て
お
り
、
健
全
性

に
つ
い
て
確
認
が
必
要
な

燃
料
で
す
。

○
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
の
処
理
方
法
は

未
定

さ
ら
に
、
プ
ル
サ
ー
マ

ル
を
実
施
し
た
際
、
行
き

場
の
な
い
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
が
福
島
県
に
蓄
積

さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
問
題
が
解
決
す

る
ま
で
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

を
実
施
し
な
い
で
ほ
し
い

と
い
う
県
民
の
請
願
は
、

道
理
の
あ
る
も
の
で
あ

り
、
採
択
す
べ
き
と
述
べ

ま
し
た
。

傍
聴
に
き
て
い
た

代
40

の
女
性
は
、
党
県
議
団
の

控
室
に
立
ち
寄
り

「
藤

、

川
県
議
の
討
論
に
感
動
し

ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
」
と
感
想
を
述
べ
て

い
き
ま
し
た
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
進
め
な
い
よ

う
に
求
め
る
請
願
を
６
人
の
賛

成
で
不
採
択
に
し
た
県
議
会

（
６
月

日
）

30

宮川えみ子、神山悦子、藤川しゅく子各県議（左から）

討論する藤川しゅく子県議

国
が
早
急
な
対
応
を

と
る
よ
う
要
望

意
見
書
は
、
国
に
対
し

て
、
国
に
よ
る
全
国
一
律

の
公
費
負
担
等
に
よ
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
を

図
る
こ
と
。
子
宮
頸
が
ん

検
診
受
診
率
の
向
上
な
ど

の
対
策
を
求
め
て
い
ま

す
。



●採択された意見書

◇「発達障害やその他文字を認識することに困難のあ

る児童生徒のためのマルチメディアデイジー教科書

の普及促進を求める意見書」

◇「子宮頸がんの予防および検診受診率向上に向けた

対策の充実を求める意見書 （全議員提出）」

●党が紹介議員になった請願・意見書の扱いにつ

いて

党県議団が紹介議員となった新規請願の中で、

「子宮頸がん予防ワクチン接種に公費助成を求める

意見書の提出について （新婦人県本部提出）が採択さ」

れました。

、「 、また 安全審査想定外の長期保管ＭＯＸ燃料を使い

原発敷地内に使用済ＭＯＸ燃料を貯蔵するプルサーマ

ルを進めないよう求めることについて （脱原発福島ネ」

ットワーク提出）は採決に付され、党県議団を含め賛

成６で不採択とされました。

一方 「消費税増税反対の意見書提出を求める請願」、

（消費税をなくす福島県の会提出 「生活保護の老齢）、

加算の復活を国に求める意見書の提出を求める請願」

（県生活と健康を守る会提出 「備蓄米買い入れと米）、

価の回復・安定を求める意見書提出についての請願」

（県農民連提出）の３件は継続扱いとされました。

市町村国保へ県の独自支

援の実現をと県交渉

(4月27日)

５
月

日
、
日
本
共
産

26

党
福
島
県
委
員
会
（
久
保

田
仁
委
員
長
）
と
日
本
共

産
党
福
島
県
議
団
（
神
山

悦
子
団
長
）
は
、
佐
藤
雄

平
知
事
に
対
し
て

日
に

27

開
催
さ
れ
る
普
天
間
問
題

に
関
す
る
臨
時
全
国
知
事

会
に
あ
た
っ
て
、
普
天
間

基
地
の
無
条
件
撤
去
を
求

め
る
緊
急
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
長
門
昭
夫
県

直
轄
理
事
が
応
対
し
ま
し

た
。申

し
入
れ
で
は
、
い
わ

ぶ
ち
友
党
県
く
ら
し
・
雇

用
対
策
本
部
長
が
、
県
内

各
地
で
普
天
間
基
地
問
題

で
は
「
危
険
な
基
地
は
イ

ヤ

「
世
界
一
危
険
な
普

」
天
間
基
地
は
無
条
件
で
撤

去
を
」
と
の
声
が
上
が
っ

て
お
り
、
県
内
の
自
衛
隊

演
習
場
な
ど
で
米
軍
の
殴

り
込
み
部
隊
で
あ
る
海
兵

隊
の
演
習
、
訓
練
が
行
わ

れ
れ
ば
危
険
を
全
国
に
広

げ
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘

し
、
本
県
が
受
け
皿
と
な

ら
な
い
よ
う
知
事
会
で
も

表
明
す
べ
き
と
申
し
入
れ

ま
し
た
。

す
。議

員
提
案
の
条
例
は
本

県
が
初
め
て
と
な
り
ま

す
。議

論
の
中
で
は
、
い
わ

ゆ
る
少
子
化
対
策
の
た
め

と
い
う
よ
り
も
、
子
育
て

世
代
を
応
援
す
る
条
例
に

す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま

し
た
。
神
山
県
議
は
県
民

や
有
識
者
な
ど
か
ら
も
広

く
意
見
を
聴
取
す
る
機
会

を
設
け
る
よ
う
提
案
。

６
月
議
会
中
に
条
例
の

骨
子
案
が
ま
と
ま
り
、
７

月
１
～

日
ま
で
パ
ブ
リ

23

ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
、

７
月

日
26

に
は
有
識

者
な
ど
の

参
考
人
の

6月定例県議会の

各党の質問・動きの特徴
６月定例県議会冒頭の所信で、知事は再選出馬表明をしま

した。これを受けて、自民党、県民連合の代表質問では２期

目への基本姿勢を問う質問がされ、知事は新総合計画にもと

づく県づくりをめざすと答弁しています。

県民の不安、疑問にこたえる姿勢は

しかし、県民の安全・安心にとって重大な福島第１原発で

のプルサーマル実施受け入れについて、知事は県民の意見に

耳を貸そうとはしません。

県民連合の議員が、高経年化、耐震安全性、ＭＯＸ燃料の

健全性などの問題点を指摘しましたが、受け入れの撤回を迫

ることはありませんでした。

福島空港利用促進議員連盟が解散

これまで毎年巨額の県費を投入しながら利用者数の大幅な

減となっている福島空港について、利用促進をどうするのか

といった質問が自民党、県民連合からたびたびありました。

「せっかくつくった空港なんだら何とか利用者を増やせ」な

ど県をあおってきたのです。ところが今議会では、参院選と

知事選を前に180度方針転換し、福島空港利用促進議員連盟

が解散しました。

口蹄疫対策本部の設置は？

農業問題では、宮崎県で深刻となっている口蹄疫問題が取

り上げられ、本県の獣医師体制、どの段階で対策本部を設置

するのかなどがただされました。

小名浜東港人工島建設促進を声高に

小名浜東港人工島建設については、促進する立場から自民

党、県民連合が取り上げ、重点港湾への選定と「国際バルク

戦略港湾」への選定を国に求めよと迫りました。

長
門
昭
夫
直
轄
理
事
に
申
し
入

れ
る
い
わ
ぶ
ち
友
党
県
く
ら
し

・
雇
用
対
策
本
部
長
（
右
か
ら

２
人
目

、
神
山
悦
子
県
議
団

）

長
、
宮
本
し
づ
え
副
委
員
長
＝

５
月

日
26

議
員
提
出
条
例
検
討
会
で
審
議

す
る
神
山
悦
子
県
議

緊
急
経
済
・
雇
用

申
し
入
れ
も
６
回

目
に

(

４
月

日)

16

県
民
の
声
を
聞
い
て
危

険
な
プ
ル
サ
ー
マ
ル
受

け
入
れ
撤
回
を

(

６
月

日
）

16

請願に来られたみな

さんと

(６月22日)

共
産
党
県
議
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い

「
日
本
共
産
党
福
島
県

議
団
」
で
「
検
索
」
す

る
と
見
ら
れ
ま
す
。

今
年

月
県
議
会
に

12

「
子
育
て
支
援
に
関
す
る

条
例
案
（
仮
称

」
の
提

）

出
を
め
ざ
す
予
定
で
、
神

山
悦
子
県
議
が
委
員
に
入

り
、
議
会
閉
会
中
で
も
毎

週
検
討
会
を
開
い
て
い
ま

意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。


